
平成１8年（２００6）7月 ２０

【文芸】短歌、俳句、川柳など

【作品】絵画、工芸品、町の風景写真など

●自作の未発表作品で、一人一作品とします。

●ギャラリーの作品については、その写真をお

送りください。

　（撮影が困難な場合は、ご連絡ください）

●住所・氏名・電話番号・作品の場合はタイト

ルを明記のうえ、お送りください。

※締め切り　掲載号の前月の末日（必着）

■問い合わせ・送り先

　〒７１６－８５０１（住所不要）

　高梁市役所企画課公聴広報係　��０２１０

　Eメール：kikaku@city.takahashi.okayama.jp

※応募多数の場合は、紙面に掲載できない場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

※提供いただいた写真等は返却できません。

「盆」木工細工
黒川　藤一さん（成羽町下日名）

作品の募集について

「普賢菩薩と文殊菩薩」貼り絵
有漢荘入所者の皆さん（有漢町有漢）

「カラー」切り絵
光畑　嘉子さん（高倉町田井）

「七夕様」切り絵
藤井　恭子さん（高倉町田井）

「花器」陶芸
平井　常子さん（備中町平川）

弥高山公園のアジサイ
（川上町高山）　撮影日：７月８日

　園内の小道やロッジの周囲に咲くセイ

ヨウアジサイやニホンアジサイなど約

３０００株が６月下旬から花が開き始め、７

月中旬に満開を迎えました。今年は春先に

寒い時期が多かったため、例年より２週間

遅れ。ブルーやピンク、紫の花が、訪れた

人たちの目を楽しませていました。



平成１8年（２００6）7月２１

山
ニ
相
成
四
百
年
余
ニ 
罷 

ま
か
り 
成 

な
り 
候 
…
…
文
化
元
年
十
一
月
」
と
あ
っ
て
、

そ
う
ろ
う

銅
山
に
な
っ
た
の
は
四
〇
〇
年
以
前
だ
か
ら
一
四
〇
〇
年
頃
が
正
し
い

の
で
は
…
と
い
う
説
で
す
。
小
堀
氏
が
備
中
を
支
配
し
て
い
た
頃
に
徳

川
氏
の
「
御
手
山
」
だ
っ
た
銅
山
を
吹
屋
村
に
払
い
下
げ
、
大
塚
伊
兵

衛
に
頭
取
を
命
じ
て
「
村
稼
ぎ
」
の
や
り
方
に
変
え
て
い
ま
す
。
こ
の

頃
ま
で
は
「 
関  
東 
銅
山
」（「
石
塔
銅
山
」
か
ら
変
化
し
た
）
と
呼
ん
で

せ
き 

と
う

い
た
（「
成
羽
町
史
」）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
吉
岡
銅
山
」
の
名
は
近

世
に
な
っ
て
佐
渡
金
山
の
吉
岡
山
の
名
を
と
っ
て
改
め
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
頃
か
ら
幕
府
は
大
坂
の
豪
商 
和
泉 
屋
吉
左
衛

い
ず
み

門
（
後
の
住
友
）
に
請
負
わ
せ
、
経
営
方
法
を
改
め
さ
せ
、
以
後
西
国
一
の

銅
山
と
な
っ
た
の
で
す
。そ
れ
か
ら
後
は
、
早
川
代
官
の
指
導
で
再
び
大
塚

氏
を
中
心
に
し
た
地
元
銅
山
師
が
稼
業
し
、後
の
明
治
六
年（
一
八
七
三
）

に
は
三
菱
が
近
代
化
し
た
経
営
で
再
興
し
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
最

盛
期
を
迎
え
、
日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
銅
山
の
従

業
員
は
一
三
〇
〇
人
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
発
見
さ
れ
た
弁
柄
（
赤
色
顔
料

の
一
種
）
の
生
産
も
発
展
し
「
弁
柄
屋
」
も
江
戸
末
期
に
は
五
・
六
軒

と
工
場
が
一
〇
軒
が
あ
っ
て
、
西
江
・
広
兼
・
片
山
家
な
ど
が
株
仲
間

を
結
成
し
て
量
産
・
生
産
さ
れ
た
弁
柄
は
牛
馬
に
積
ま
れ
吹
屋
往
来
を
通

り
、
成
羽 
河  
岸 
の
問
屋
ま
で
運
び
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
高
瀬
舟
で
玉
島
港
へ

か 

し

と
運
ば
れ
、「
吹
屋
弁
柄
」
と
し
て
有
名
だ
っ
た
の
で
す
。今
に
残
る
吹
屋
の

町
並
み
は
、
弁
柄
に
よ
っ
て

栄
え
た
町
と
い
っ
て
良
い
の

で
す
。「
吹
屋
」の「
吹
」と
い

う
字
に
は 
ふ  
く 
、 

ふ  
き  
か 

● 

● 

● 

● 

●

 
け  
る 
と
い
う
意
味
が
あ
り

● 

●

ま
す
。
鉄
や
銅
な
ど
金
属

を
精
錬
し
造
り
出
す
こ
と

を
「 
鈩 
を
吹
く
」
と
い
い

ろ

「 
鞴 
」
の
こ
と
を
「
ふ
き
」

ふ
い
ご
う

（
吹
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

精
錬
、
鋳
造
に
従
事
す
る

鍛
冶
屋
な
ど
の
職
人
、
施

設
の
こ
と
を
「
吹
屋
」
と
い

い
ま
し
た
。
銅
を
精
錬
す
る

こ
と
を
「
銅
吹
屋
」
と
い
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
地
名

な
の
で
す
。 

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
一　

吹　

屋

　

成
羽
町
「
吹
屋
」
は
海
抜
約
五
〇
〇
�
前
後
の
吉
備
高
原
上
の
小
起

伏
の
地
形
を
し
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。「
吹
屋
」
の
中
心
は
鉱
山
町
で
周

辺
に
は
、
水
田
や
畑
が
点
在
し
、
西
側
に
は
成
羽
川
の
支
流
坂
本
川
が

流
れ
、
吹
屋
の
町
か
ら
下
っ
た
成
羽
町
坂
本
付
近
は
新
見
市
哲
多
町
と

の
境（
峠
）で
分
水
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
北
に
走
る
坂
本
川
沿
い
の

谷
底
は
、
地
質
時
代
の
う
ち
新
世
代
新
第
三
紀
中
新
世
の
海
成
層
が
分

布
し
て
い
て
坂
本
断
層
線
谷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
側
は
高
梁
市

宇
治
町
で
白
石
、 

大  
深 
、
下
谷
な
ど
の
集
落
を
通
っ
て
宇
治
へ
と
県
道

お
お 

ぶ
か

で
つ
な
が
っ
て
い
て
近
世
の
成
羽
村
か
ら
吹
屋
村
を
通
り
、
新
見
村
へ

至
る
吹
屋
往
来
の
道
で
し
た
。

　

「
吹
屋
」
は
元
禄
時
代（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）か
ら
明
治
に
か
け
て

西
国
一
の
名
銅
山
･
吉
岡
鉱
山
を
中
心
と
し
た
鉱
山
町
と
し
て
、
ま
た

近
世
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の 
弁  
柄 
の
生
産
と
販
売
で
栄
え
た
町
で

べ
ん 

が
ら

し
た
。
現
在
に
残
る
町
並
み
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
の
建
物
が

多
く
、
赤
茶
色
の
石
州
瓦
の
家
並
み
、
明
治
期
の
入
母
屋
型
妻
入
と
、

江
戸
期
の
切
妻
型
妻
入
と
が
混
在
し
、 

塗  
込 
造
り 
弁  
柄  
格  
子 
の
堂
々
た

ぬ
り 

ご
め 

べ
ん 

が
ら 

ご
う 

し

る
町
家
が
立
ち
並
び
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
世
は
川
上
郡「
吹
屋
村
」、
幕
府
領
と
し
て「
石
高
九
八
石
余
」「
但
シ

 
是 
ハ
新
田
村
」（「
正
保
郷
帳
」＝
一
六
四
五
〜
四
六
頃
）と
初
め
て
村
名

こ
れが

出
て
い
ま
す
。
畑
作
中
心
地
域
で
耕
地
の
生
産
力
も
貧
弱
だ
っ
た
よ

う
で
、
後
の
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）の
書
上（
大
塚
文
書
）に「
吉
岡
銅
山

吹
屋
村
之
儀
御
高
七
拾
石
余
之
村
方
二 
而 
、

て

百
姓 
竃 
百
軒
余
ニ
及
び
男

か
ま
ど

女
多
勢 
住
居 

す
ま
い 

仕 
つ
か
ま
つ
り

御
田
畑 
者 
銅
焼
候 
而 
悪
所
多
ク
、
中
々
農
業
斗
   

ニ 
而 
渡

は 

て 

ば
か
り 

て

世 
難 
相
成
、
何
れ
も
銅
山
稼
方
相
兼
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
て
、「
鉱
山

が
た
し

の
村
」
と
し
て
銅
山
稼
ぎ
と
農
業
の
兼
業
の
「
村
方
百
姓
」
と
し
て
暮

ら
し
を
立
て
て
い
た
の
で
す
。

　

吹
屋
の
銅
山
の
始
ま
り
は
一
説
に
は
大
同
二
年（
八
〇
七
）説
が
あ
り

ま
す
。
銅
山
稼
ぎ
を
し
て
い
た
大
塚
理
右
衛
門
が
寛
政
三
年
（
一
七
九

一
）
久
世
の
代
官
の
尋
ね
に
対
し
て
答
え
た
文
書
に
「
備
中
国
川
上
郡

吉
岡
銅
山
之
義 
者 
、
大
同
ニ
年
之

は

 
発 
山

ひ
ら
き   

ニ 
而 
…
…
」（「
岡
山
県
古
文
書

や
ま 

て

集
」
＝
大
塚
家
文
書
）
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
説
は
応
永

年
間
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
七
）
と
い
う
説
で
「
前
掲
書
」
に
「
発
山

之 
砌 

み
ぎ
り 

者 
銀
山
ニ 
而 
…
…
黄
山
之
後
大
深
谷
に
当
時
迄
も
相
残

は 

て

 
罷 

み
ぎ
り 

有 
候
銅

あ
り

吹屋の町並み

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

子
つ
ば
め
口
を
揃
え
て
ヂ
イ
� 
�
順
に
え
さ
や
る
親
つ
ば
め

 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

嵐
吹
く
闇
に
漂
う
舟
の
ご
と
喘
ぐ 
懊  
悩 
人
の
世
の
常

お
う 

の
う

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

久
々
の
梅
雨
の
晴
れ
間
の
空
の
色
命
を
洗
ふ
ご
と
き
清
し
さ

　
　
 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　
 
夫
婦 
し
て
奉
仕
作
業
に
参
加
す
る
八
十
路
の
夏
は
風
も
さ
わ
や
か

ふ
た
り

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

た
ら
ち
ね
の
母
な
る
胸
の
ぬ
く
も
り
を
今
だ
忘
れ
じ
喜
寿
に
な
り
て
も

　
　
 

芝
吹
美
代
子
（
落
合
町
阿
部
）

　

足
運
ぶ
成
羽
美
術
館
筆
の
流
れ
友
の
作
品
眼
を
見
張
る
か
な

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

ホ
ト
ト
ギ
ス
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
昼
夜
啼
き
冥
土
と
こ
の
世
往
復
の
鳥

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

よ
ど
み
な
く
城
の
栄
枯
を
老
ガ
イ
ド
峽
の
鶯
涼
し
げ
に
啼
く

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

見
渡
せ
ば 
山  
脈 
遠
く
重
な
り
て
成
羽
ダ
ム
湖
に
鶯
の
声

や
ま 

な
み

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

今
日
も
ま
た
い
の
し
し
垣
の
杭
の
上
子
蛙
並
び
霧
雨
を
喰
う

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）

　

山
野
草
今
年
も
咲
い
て
木
の
か
げ
に
ふ
た
す
じ
の
糸
二
人
し
ず
か
よ

 

森 

 　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

雨
上
が
り
春
蝉
鳴
き
出
す
木
立
中 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

ゆ
す
ら
梅
又
来
て
居
る
は
小
鳥
か
な 
結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

来
る
日
々
を
一
途
に
尽
く
し
ひ
と
り
ぼ
ち 
梶
谷　

文
江
（
石
火
矢
町
）

　

母
の
日
を
二
番
煎
じ
た
父
の
日
よ 

妹
尾　

昌
美
（
東　
　

町
）

　

年
が
よ
り
し
か
ら
れ
上
手
よ
い
え
が
を　

吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）


